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今
月
の
納
税
メ
モ

国
民
健
康
保
険
料
　
　
十
一
月
分

納
期
限

十
一
月
三
十
日
ま
で

秋の火災予防
運動はじまる

ち
よ
つ
と
の
不
注
意
が

火
事
の
も
と

寒
さ
と

と
も
に
火

災
の
起
り

や
す
い
季

節
に
な
り

ま
し
た
。

1
1
月
2
6
日

か
ら
1
2月

２
日
ま
で
「
秋
の
火
災
予
防
運
動

」
が
く
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
ま
す
が
、

こ
の
機
会
に
火
災
の
原
囚
に
つ
い

て
考
え
て
み
ま
し
よ
う
。

火
災
の
起
り
や
す
い
原
因
の
主

な
も
の
は
、
煙
突
、
た
き
火
、
子

ど
も
の
火
遊
び
、
た
ば
こ
の
吸
い

が
ら
、
油
類
、
収
り
灰
な
ど
が
あ

り
ま
す
。

煙
突
が
こ
わ
れ
て

い
　
な
　
い
　
か

煙
突
か
ら
起
る
火
災
は
、
だ
い

た
い
過
熱
、
破
批
、
火
の
粉
、
取

付
部
の
砲
裂
な
ど
が
主
な
原
因
と

な
っ
て
い
ま
す
。
煙
突
は
屋
根
の

上
か
ら
六
十
㎝
以
上
出
し
、
ま
た

木
材
な
ど
に
密
着
し
な
い
よ
う
に

メ
ガ
ネ
石
な
ど
を
使
い
ま
し
よ
う

火
の
粉
の
出
や
す
い
紙
、
わ
ら
、

枯
草
な
ど
は
燃
や
さ
な
い
こ
と
で

す
。た

き
火
か
ら
起
る
火
災
は
、
風

の
強
い
日
に
危
険
な
と
こ
ろ
で
た

き
火
を
し
た
り
、
残
り
火
を
完
全

に
仕
末
し
な
い
こ
と
が
大
き
い
原

因
で
す
。
ど
う
し
て
も
た
き
火
を

す
る
時
は
、
な
る
べ
く
広
い
場
所

で
、
水
を
入
れ
た
バ
ケ
ツ
を
用
意

し
て
お
き
ま
し
よ
う
。
残
り
火
は

十
分
ま
ぜ
か
え
し
て
土
に
う
め
ま

し
よ
う
。

子
ど
も
に

火
を
扱
わ
せ
な
い

子
ど
も
の
火
遊
び
の
ほ
と
ん
ど

は
た
き
火
、
野
焼
き
、
ラ
イ
タ
ー

、
マ
ッ
チ
な
ど
で
、
お
と
な
の
ま

ね
を
し
て
失
火
す
る
こ
と
が
多
い

よ
う
で
す
。
ま
た
残
り
火
や
取
り

灰
な
ど
の
あ
と
仕
末
は
子
ど
も
に

ま
か
せ
な
い
よ
う
、
子
ど
も
に
火

を
扱
わ
せ
な
い
こ
と
が
大
切
で
す

何
気
な
く
捨
て
た
た
ぱ
こ
の
す

い
が
ら
か
ら
、
思
わ
ず
火
事
に
な

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
ら
、
と
こ

ろ
か
ま
わ
ず
捨
て
な
い
よ
う
に
し

ま
し
よ
う
。

そ
の
ほ
か
、
最
近
は
石
油
、
ガ

ス
、
電
気
な
ど
の
台
所
用
品
や
暖

房
器
具
が
多
く
出
ま
わ
つ
て
い
ま

す
が
、
こ
れ
ら
の
取
扱
い
に
は
特

に
注
意
し
て
、
火
災
の
原
因
に
な

ら
な
い
よ
う
に
し
て
下
さ
い
。

多
く
な
る

電
気
器
具
に
よ
る
火
災

農
村
や
都
市
を
問
わ
ず
、
家
庭

電
化
が
進
む
に
づ
れ
て
、
毎
日
の

生
活
は
楽
に
し
か
も
能
率
的
に
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
と

に
、
次
第
に
寒
く
な
り
、
電
気
ご

た
つ
を
は
じ
め
電
気
ス
ト
ー
ブ
、

電
気
ア
ン
カ

じ
そ
ろ
そ
ろ

使
わ
れ
ま
す

が
、
電
気
器

具
に
よ
る
火

災
も
案
外
起

き
て
い
ま
す

た
と
え
ば

電
気
に
よ
る

火
災
件
数
の

十
一
％
を
し

め
て
お
り
、

こ
の
中
の
七

割
は
取
扱
い

の
不
注
意
で
、
漏
電
は
わ
ず
か
に

一
％
に
し
か
過
ぎ
な
い
そ
う
で
す

配
線
設
備
を
完
全
に

で
は
電
気
器
具
の
扱
い
方
に
つ

い
て
二
、
三
お
知
ら
せ
し
ま
し
よ

う
。
電
気
を
使
っ
た
こ
た
っ
、
毛

布
、ざ
ぶ
と
ん
、ス
ト
ー
ブ
、
足
温

器
な
ど
暖
房
器
具
は
、
電
気
の
容

量
が
大
き
く
、
使
う
時
間
も
長
い

の
で
特
に
配
線
設
備
使
用
方
法
の

注
意
が
必
要
で
す
。

ソ
ケ
ッ
ト
か
ら
電
気
を
と
ら
ず

に
コ
ン
セ
ン
ト
を
使
い
、
ヒ
ュ
ー

ズ
な
ど
は
か
っ
て
に
代
用
品
を
使

わ
な
い
こ
と
で
す
。

次
に
電
気
に
よ
る
火
災
を
防

ぐ
た
め
に
は

・
電
気
こ
た
つ
を
一
日
中
つ
け
つ

ぱ
な
し
て
外
出
し
な
い
、
ま
た

や
ぐ
ら
を
さ
か
さ
に
し
て
物
乾

か
し
に
使
わ
な
い
。

・
三
つ
ま
た
ソ
ケ
ッ
ト
へ
さ
ら
に

二
ま
た
ソ
ケ
ッ
ト
を
と
り
つ
け

て
…
…
と
い
う
よ
う
な
「
た
こ

足
配
線
」
を
し
な
い
。

・
ア
イ
ロ
ン
を
長
い
時
間
つ
け
つ

ぱ
な
し
て
お
く
と
鉄
製
の
台
の

上
に
お
い
て
も
、
た
た
み
や
床

を
こ
が
す
の
で
、
ち
よ
つ
と
で

も
ア
イ
ロ
ン
か
ら
離
れ
る
と
き

は
コ
ー
ド
を
は
ず
す
。

と
に
か
く
電
気
は
私
た
ち
の

目
に
見
え
ま
せ
ん
の
で
取
扱
い
は

く
れ
ぐ
れ
も
用
心
し
て
、
正
し
い

扱
い
方
を
し
て
下
さ
い
。

知
っ
て
お
き
た
い

火
災
予
防
条
例

例
年
ど
お
り
今
年
も
秋
の
火
災

予
防
運
動
が
全
国
的
に
展
開
さ
れ

ま
す
が
、
こ
の
行
事
の
一
つ
と
し

て
、
長
門
市
火
災
予
防
条
例
や
こ

れ
の
施
行
規
則
を
市
民
の
み
な
さ

ん
に
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
に

今
回
か
ら
逐
次
説
明
す
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。

届
出
が
必
要
な
も
の

①
映
画
館
、
工
場
、
学
校
、
マ
ー

ケ
ッ
ト
な
ど
の
い
わ
ゆ
る
防
火

対
象
物
は
そ
の
使
用
に
あ
た
り

届
出
を
す
る
（
条
例
第
4
3条
）

（
注
）
防
火
対
象
物
と
は
、
学
校

病
院
、
工
場
、
事
業
場
、
興

行
場
、
百
貨
店
そ
の
他
多
数

の
者
が
出
入
し
、
勤
務
ま
た

は
居
住
す
る
も
の
で
政
令
で

定
め
る
も
の
。

③
防
火
管
理
者
は
消
防
計
画
書
を

消
防
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
（
条
例
第
4
3条
２
項
）

（
注
）
防
火
管
理
者
と
は
、
学
校

病
院
、
工
場
、
事
業
場
、
興

行
場
、
百
貨
店
そ
の
他
多
数

の
者
が
出
入
し
、
勤
務
ま
た

は
居
住
す
る
防
火
対
象
物
で

収
容
人
員
が
五
十
人
以
上
の

防
火
対
象
物
に
防
火
管
理
者

を
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

（
以
下
次
号
）
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下
水
道
終
末
処
理
場

俵
山
に
で
き
あ
が
る

ま
ず
旅
館
が
水
洗
便
所
に

昨
年
七
月
か
ら
工
事
を
は
じ
め

た
俵
山
下
水
道
終
末
処
理
場
が
こ

の
ほ
ど
完
成
し
、
さ
る
十
一
月
十

五
日
午
前
十
一
時
か
ら
俵
山
湯
町

の
現
地
で
竣
工
式
が
行
な
わ
れ
ま

し
た
。

こ
の
終
末
処
理
場
は
総
工
費
約

二
千
万
円
（
内
国
庫
五
百
万
円
、

地
元
負
担
三
百
万
円
）
で
、
処
理

能
力
は
一
日
約
四
五
○
ト
ン
（
約

二
、
五
○
○
人
の
汚
物
を
処
理
で

き
る
こ
と
に
な
り
、
こ
れ
に
よ
っ

て
、
湯
町
の
各
旅
館
が
と
り
あ
え

ず
水
洗
式
便
所
に
改
造
し
つ
つ
あ

り
将
来
は
湯
町
区
内
全
戸
に
水
洗

便
所
に
改
め
ら
れ
る
予
定
で
す
。

終
末
処
理
場
と
は

家
庭
か
ら
出
る
汚
物
（
下
水
や

便
）
を
下
水
管
で
処
理
場
に
む
く

り
、
こ
こ
で
集
め
ら
れ
た
汚
物
を

か
く
は
ん
機
で
ま
ぜ
、
そ
の
の
ち

塩
素
滅
菌
機
に
か
け
、
川
に
放
流

す
る
も
の
で
、
こ
の
放
流
さ
れ
た

も
の
は
、
に
お
い
も
な
く
川
の
水

と
全
く
同
じ
て
下
流
で
洗
た
く
を

し
て
も
何
の
影
響
も
な
い
よ
う
に

し
て
あ
り
ま
す
。

（
写
莫
は
湯
町
停
留
所
下
に
で
き

た
終
末
処
理
場
の
全
景
）

手
足
の
不
自
由
な

高
校
奨
学
生
募
集

福
祉
事
務
所
に

1
2
月
5
日
ま
で
提
出

日
本
肢
体
不
自
由
児
童
協
会
と

各
県
肢
体
不
自
由
協
会
が
主
催
で

身
体
の
不
自
由
な
高
校
在
学
中
ま

た
は
、
明
年
高
校
入
学
試
験
に
合

格
見
込
の
人
を
対
象
に
奨
学
金
（

年
一
万
円
で
卒
業
ま
で
継
続
さ
れ

返
済
し
な
く
て
も
よ
い
）
を
交
付

し
ま
す
。

・
募
集
期
限

今
年
十
二
月
五
日
ま
で

・
募
集
人
員

各
県
ご
と
に
三
名
以
上

希
望
の
方
は
市
福
祉
事
務
所
に

お
た
ず
ね
下
さ
い
。

な
お
こ
の
募
集
は
十
一
月
十
日

か
ら
十
二
月
十
目
ま
で
、
全
国
的

に
行
な
わ
れ
る
〃
手
足
の
不
自
由

な
子
供
を
育
て
る
運
動
〃
の
行
事

の
一
つ
で
、
こ
れ
以
外
に
友
情
年

賀
絵
は
が
き
、
愛
の
年
賀
は
が
き

の
頒
布
、
友
情
の
作
文
と
図
画
の

募
集
、
表
彰
な
ど
も
行
な
わ
れ
て

い
る
。今

年
度
造
林
の

追
加
申
込
み
を
受
付
中

今
年
度
の
造
林
申
込
み
は
、
九

月
末
で
、
一
応
〆
切
り
ま
し
た
が

、
市
で
計
画
し
た
目
標
量
に
担
当

不
足
い
た
し
ま
す
の
で
、
造
林
事

業
推
進
の
た
め
追
加
申
込
み
の
受

付
を
致
し
ま
す
。

山
林
所
有
者
は
国
土
緑
化
、
森

林
資
源
の
造
成
の
た
め
、
早
速
造

林
の
計
画
を
し
各
森
林
組
合
（
通

地
区
は
支
所
）
に
申
込
み
を
し
て

下
さ
い
。

申
込
期
日
　
十
一
月
三
十
日
迄

目
標
量
　
ニ
一
○
ヘ
ク
タ
ー
ル

現
在
ま
で
の
申
込
量
　
一
四
六

不
足
量
　
　
　
　
　
　
　

六
四

暗
い
道
を
な
く
そ
う

今
年
中
に
7
1力
所
に
防
犯
灯

犯
罪
を
な
く
し
、
夜
道
を
あ
か

る
く
安
全
で
通
れ
る
よ
う
に
と
、

長
門
市
防
犯
灯
設
置
推
進
協
議
会

（
市
、
警
察
署
、
中
電
営
業
所
）

が
市
内
の
防
犯
灯
設
置
場
所
を
検

討
し
、
昨
年
に
引
き
つ
づ
い
て
、

今
年
度
第
一
次
分
と
し
て
7
1か
所

が
き
ま
り
、
今
年
末
ま
で
に
は
完

成
し
ま
す
。

工
費
総
額
の
一
〇
万
円
を
市
が

負
担
し
、
維
持
費
は
地
元
部
落
が

負
担
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
の
防
犯
灯
は
四
〇
ワ
ッ
ト
の

電
球
に
自
動
点
滅
装
置
が
ぞ
れ
ぞ

れ
っ
け
ら
れ
て
、
暗
く
な
る
と
自

動
的
に
点
灯
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

農
地
の
ご
相
談
に

応
じ
ま
す

2
6日
中
央
公
民
館
で

農
地
法
を
よ
く
し
つ
て
い
た
だ

く
た
め
に
、
県
農
地
課
が
毎
年
各

地
で
農
地
相
談
所
を
ひ
ら
い
て
い

ま
す
が
今
年
も
次
の
日
程
で
ひ
ら

き
ま
す
。

農
地
の
こ
と
な
ら
何
で
も
ご
相

談
下
さ
い
。

（
と
き
）

1
1
月
2
6
日
午
前
９
時
ー
午
後
５
時

（
と
こ
ろ
）

長
門
市
中
央
公
民
館
小
講
堂

（
お
も
な
相
談
内
容
）

農
地
の
売
買
、
名
儀
変
更
、
農
地

転
川
、
地
川
変
更
、
小
作
地
引
上

、
耕
作
権
問
題
、
小
作
料
関
係
、

水
利
権
関
係
、
通
行
地
役
権
関
係

（
相
談
員
）

山
口
県
農
地
課
職
員
　
二
名

海
外
移
住
の
親
族
で

長
期
音
信
不
通

の
人
を
調
査

海
外
移
住
家
族
会
全
国
連
合
会

で
は
海
外
移
住
者
の
留
守
家
族
に

対
し
永
い
間
音
通
不
通
の
人
を
調

査
し
て
い
ま
す
。

該
当
さ
れ
る
方
で
希
望
が
あ
れ

ば
今
月
末
ま
で
に
市
役
所
経
済
課

に
お
申
し
出
て
下
さ
い
。

所
得
税
の
1
1
月
予
定

申
告
今
月
末
ま
で
に

申
告
書
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
方

イ
　
今
年
の
7
月
以
降
事
業
を

は
じ
め
1
1月
現
在
で
納
税

額
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る

個
人

口
　
今
年
１
月
以
降
事
業
を
は

じ
め
７
月
１
日
現
在
で
納

税
額
は
な
か
っ
た
が
、
1
1

月
現
在
で
は
納
税
額
が
あ

る
と
認
め
ら
れ
る
個
人

こ
れ
ら
に
該
当
す
る
人
は
1
1月

3
0
日
ま
で
に
1
1
月
予
定
申
告
書
を

税
務
署
に
提
出
の
こ
と
。

お
わ
び

1
0
月
3
1
日
付
長
門
市
広
報
第
一

六
七
号
の
記
事
の
う
ち
誤
り
が
あ

り
ま
し
た
か
ら
お
わ
び
し
て
訂
正

し
ま
す
。

一
面
の
長
門
市
財
政
事
情
の
公

表
中・

建
設
事
業
費
三
桁
目

表
３
の
よ
う
に
二
六
二
、
三
八
五

千
円
と
あ
る
の
を
二
六
二
、
八
三

五
千
円
に

二
面
の
公
営
企
業
々
務
の
公
表

中
昭
和
三
十
七
年
度
湯
本
簡
易
水

道
事
業
、
貸
借
対
照
表
中
、
２
流

動
資
産
合
計
　
七
、
五
五
七
、
九

六
七
と
あ
る
の
を
　
七
、
五
六
七

、
九
六
七
に

昭
和
三
七
年
度
長
門
市
湯
本
温

泉
事
業
、
貸
借
対
照
表
中
、
資
本

の
部（
２
）借
入
資
本
金

イ
企
業

債
二
〇
、
二
〇
〇
、
〇
〇
〇
と
あ

る
の
を
二
、
二
〇
〇
、
〇
〇
〇
に

県
美
術
展
入
選
作
品
中

田
原
陶
兵
衛
氏
出
品
山
口
市
議
会

議
長
賞
（
扁
壷
へ
）
こ
こ
」
と
あ

る
の
を
「
扁
壷
（
へ
ん
こ
）
」
に

そ
れ
ぞ
れ
訂
正
い
た
し
ま
す
。
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